
参
加
者
募
集

お
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

 

（
所
属
倶
楽
部
名
・
年
齢
要
）

 

第
１
２
１
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ（
報
告
）

　

１
月
19
日
、
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
初
春
に
ふ
さ
わ
し

く
、
青
空
と
暖
か
い
良
き
日
に
恵
ま
れ
、

９
名
で
楽
し
い
コ
ン
ペ
が
で
き
ま
し
た
。

　

優
勝
は
コ
ー
ス
を
知
り
つ
く
し
て
い

る
高
田
久
美
子
さ
ん
で
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

高
田
久
美
子
さ
ん　

95
26
69

準
優
勝　

百
戸　

正
行
さ
ん　

89
17
72

３　

位　

内
田　

久
雄
さ
ん　

95
22
73

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
船
山　

記
）

 

ご
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

　

秋
た
け
な
わ
の
頃
、
身
近
な
所
で
菊

花
展
を
ご
覧
に
な
り
、
ふ
と
目
を
留
め

て
そ
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
こ
と
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
私
達
は
、
そ
ん

な
菊
花
の
美
し
さ
に
心
が
和
む
の
を
感

じ
て
、
菊
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

菊
づ
く
り
は
、
１
人
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
、
日
々
わ
ず
か
な
時
間
で
も
、

優
し
い
気
持
ち
で
根
気
よ
く
育
て
れ
ば
、

ど
ん
な
所
で
も
、
秋
に
は
必
ず
き
れ
い

な
花
を
咲
か
せ
、
健
や
か
な
喜
び
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
楽
し
み

の
一
つ
と
し
て
、
菊
づ
く
り
の
醍
醐
味

に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
！

　

菊
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た

り
、
今
年
初
回
の
例
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

４
月
７
日
㈭　

11
時
〜

場
所　

そ
ば
処
「
満
留
賀
」（
東
池
袋

１
丁
目
）

申
込　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局

　

興
味
を
感
じ
ら
れ
た
方
は
、
一
度
メ

ン
バ
ー
と
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご

連
絡
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
（
世
話
役　

長
谷
川
・
宮
嶋
・
北
垣
）

 

１
月
・
２
月
の
互
選
句

　

１
月
の
題
は
「
湯
」（
○
）

　

２
月
の
題
は
「
川
」（
◇
）

○
湯
豆
腐
に
ほ
っ
こ
り
と
し
て
燗
の
酒

◇
川
の
字
で
育
児
の
昭
和
懐
か
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
政
榮

○
柚
子
の
香
に
年
の
瀬
を
知
る
冬
至
風
呂

◇
枝
先
で
川
面
遊
び
を
す
る
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
塚　
　

実

○
さ
っ
ぱ
り
と
湯
舟
で
流
す
今
日
の
愚
痴

◇
歳
と
れ
ば
顔
の
川
筋
深
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

信
之

○
長
寿
の
湯
な
ら
ば
長
湯
も
し
た
く
な
り

◇
芭
蕉
の
句
流
れ
て
い
そ
う
最
上
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

圭
子

○
い
い
湯
だ
な
混
浴
な
ら
ば
も
っ
と
良
い

◇
笹
舟
を
川
の
流
れ
に
そ
っ
と
乗
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
木　

正
登

○
湯
た
ん
ぽ
を
抱
き
し
め
暖
を
取
っ
た
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
濃　

祥
二

○
風
呂
場
か
ら

　
　

機
械
が
告
げ
る
湯
が
沸
い
た

◇
孫
と
共
子
供
に
返
る
川
遊
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

秀
雄

○
老
い
と
共
風
呂
は
熱
め
の
湯
に
つ
か
る

◇
川
は
流
れ
時
は
流
れ
ず
積
も
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

春
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚　

記
）

 

１
月
・
２
月
の
互
選
句

　

１
月
兼
題「
去
年
今
年
・
自
由
」（
○
）

　

２
月
兼
題「
余
寒
・
自
由
」（
◇
）

○
偶
然
と
運
に
寄
り
添
う
去
年
今
年

◇
旅
の
街
余
寒
彷
徨
う
日
暮
れ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
岡　

遊
生

○
去
年
今
年
持
ち
越
す
こ
と
の
三
つ
あ
り

◇
自
販
機
の
ホ
ッ
ト
を
選
ぶ
余
寒
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
木　

茂
子

○
八
十
路
坂
黙
し
て
登
る
去
年
今
年

◇
山
間
の
孤
高
を
守
る
黄
水
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

英
雄

○
初
日
の
出
爆
音
た
て
て
一
番
機

◇
総
門
の
日
影
に
一
歩
余
寒
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
川　

春
枝

○
寒
椿
花
の
間
に
鳥
の
顔

◇
大
地
よ
り
何
時
目
覚
め
た
や
蕗
の
薹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

勝
彦

○
流
れ
つ
つ
曲
が
り
つ
川
の
去
年
今
年

◇
接
種
待
つ
余
寒
の
座
る
硬
き
椅
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
宮　

澄
子

○
雪
降
り
て
消
え
ゆ
く
街
の
色
と
音

◇
咲
く
場
所
を
香
り
で
告
げ
る
沈
丁
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

君
子

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
昨
年
は
開
催
中
止
と
な
っ

た
『
ぐ
ん
ま
マ
ラ
ソ
ン
』
が
、
２
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
自
粛
生
活
も

長
引
き
、
運
動
不
足
解
消
の
つ
も
り
で
、

大
会
運
営
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
16
㎞
地
点
で
、
マ
ス
ク
、

フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を

着
用
し
（
写
真
）、
参
加
者
へ
の
給
水

を
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。
感
染
予
防
策

で
直
接
手
渡
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
７
０
０
０
人
が
走
り
抜
け
る

中
、
時
間
も
忘
れ
て
作
業
に
没
頭
。
先

頭
集
団
は
給
水
せ
ず
に
走
り
抜
け
ま
し

た
が
、
中
盤
以
降
の
参
加
者
と
は
「
頑

張
っ
て
」「
あ
り
が
と
う
」
の
や
り
と

り
を
交
わ
し
、
給
水
の
紙
コ
ッ
プ
を
手

に
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
方
で

は
、
仮
装
の
参
加
者
も
い
て
、
沿
道
の

応
援
に
応
え
る
姿
は
微
笑
ま
し
く
、
感

染
症
の
緊
張
感
が
ち
ょ
っ
と
ほ
ぐ
れ
た

よ
う
で
し
た
。
並
べ
た
紙
コ
ッ
プ
が
上

州
の
空
っ
風
で
飛
ば
さ
れ
る
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
気
づ
く
と
最
終

走
者
が
走
り
抜
け
、
３
時
間
程
の
給
水

活
動
も
終
了
。
久
し
ぶ
り
に
目
ま
ぐ
る

し
く
動
い
た
こ
と
に
、
心
地
よ
い
疲
れ

と
充
実
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

当
倶
楽
部
の
宮
下
洋
之
さ
ん
も
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
さ
れ
完
走
。
感
染
症

予
防
で
止
む
無
く
倶
楽
部
活
動
も
休
止

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
こ
そ
計
画
し

た
行
事
が
実
施
で
き
る
よ
う
願
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
日
ま
で
、
皆
さ
ん
お
元

気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

 

１
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

敬
称
略

◆
旅
行
（
出
発
分
）◆

小
曽
根
利
文　

小
倉　

勝　

岩
上
正
勝

土
田
信
夫　
佐
々
木
節
子　
五
十
嵐
雪
雄

尾
野
通
男　

外
川
宇
八　

栗
田　

保

曽
我
和
恵

◆
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
◆

斉
藤
寛
子　
植
田
伊
三
郎　

中
島
嘉
秋

土
屋
洋
一　

原
田
清
孝　

松
本　

一

小
見
山
進　

岩
瀬
正
夫　

古
越　

学

鷲
澤
典
子　

安
武
清
信　

上
野
治
男

浜
名
誠
一　

藤
田　

勝　
内
山
登
喜
子

 

お
詫
び

　

３
月
号
紹
介
者
の
中
で
、
小
見
山
進

さ
ん
の
お
名
前
の
表
記
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

  

国
立
の
府
中
用
水
と
矢
川
・
湧
水
・

谷
保
天
満
宮
を
巡
る
（
再
募
集
）

　

止
む
無
く
中
止
と
し
た
今
年
１
月
の

企
画
を
、
爽
や
か
な
５
月
に
再
設
定
し
、

国
立
市
の
南
部
地
域
を
歩
き
ま
す
。

　

武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
矢
川
緑
地
、

玉
川
兄
弟
が
最
初
に
掘
削
し
た
と
言
わ

れ
る
府
中
用
水
、
青
柳
段
丘
崖
下
（
ハ

ケ
下
）
か
ら
の
湧
水
、
国
立
の
歴
史
を

集
約
し
た
郷
土
文
化
館
、
江
戸
時
代
後

期
の
古
民
家
、
中
世
の
歴
史
を
残
す
城

山
を
経
て
、
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
谷
保
天
満

宮
を
参
拝
し
ま
す
。
湯
島
天
神
、
亀
戸

天
神
と
並
ぶ
関
東
三
大
天
神
で
す
。
最

後
に
、
都
市
景
観
形
成
条
例
で
重
点
地

区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
大
学
通
り
を
経

て
、
国
立
駅
に
向
か
い
、
赤
い
三
角
屋

根
で
知
ら
れ
る
旧
国
立
駅
舎
を
見
て
、

お
楽
し
み
の
昼
食
で
締
め
ま
す
。

期
日　

５
月
19
日
㈭

集
合　

南
武
線
矢
川
駅
改
札
前　

10
時

行
程　

矢
川
駅　

矢
川
緑
地　

府
中
用

水　

青
柳
段
丘
崖
下（
ハ
ケ
下
）

　

郷
土
文
化
館　

古
民
家　

谷

保
城
山　

谷
保
天
満
宮　

大
学

通
り　

国
立
駅　
（
昼
食
）解
散

会
費　

３
５
０
０
円
（
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ

ド
・
昼
食
・
保
険
込
）

締
切　

５
月
12
日
㈭

主
催　

武
蔵
野
倶
楽
部

担
当　

小
川　

元

　

☎
０
９
０
（
２
４
８
５
）
９
４
６
９

 

国
立
天
文
台
と

神
代
植
物
公
園
・
深
大
寺
拝
観

　

国
立
天
文
台
は
、
世
界
最
先
端
の
観

測
施
設
を
擁
す
る
、
日
本
天
文
学
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
す
。
ガ
イ
ド
の

説
明
（
予
定
）
で
見
学
し
ま
す
。
そ
こ

か
ら
歩
い
て
向
か
う
神
代
植
物
公
園
は
、

ち
ょ
う
ど
バ
ラ
が
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

　

昼
食
は
、
深
大
寺
門
前
の
そ
ば
処
で
、

名
物
深
大
そ
ば
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、

希
望
者
は
深
大
寺
へ
。

期
日　

５
月
20
日
㈮

集
合　

国
立
天
文
台
正
門
前　

10
時

　
　
　
（
時
間
厳
守
）

　
　

＊
Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
・
武
蔵
境
駅
・
京

王
線
調
布
駅
よ
り
バ
ス
で
15
分
。

行
程　

国
立
天
文
台（
約
１
時
間
）　

神

代
植
物
公
園　
「
元
祖
嶋
田
家
」

（
昼
食
）解
散　

希
望
者
は
深
大

寺
拝
観

定
員　

30
名

会
費　

３
０
０
０
円（
入
園
料
・
昼
食
・

保
険
込
）

取
消　

前
日
〜　

２
３
０
０
円

主
催　

東
京
２
３
倶
楽
部

担
当　

堀
内　

邦
雄

　

☎
０
９
０
（
２
２
２
１
）
６
２
８
９

 
上
高
地
ハ
イ
キ
ン
グ

　

初
夏
の
上
高
地
ハ
イ
キ
ン
グ
を
計
画

し
ま
し
た
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

６
月
６
日
㈪

集
合　

高
崎
駅
東
口
ヤ
マ
ダ
電
機
前

　
　
　

７
時
40
分

行
程　

高
崎
駅　

松
本　

上
高
地
Ｂ
Ｔ

　

か
っ
ぱ
橋　
（
昼
食
）　

明
神

池　

上
高
地
Ｂ
Ｔ　

松
本　

高

崎
駅

定
員　

25
名

会
費　

１
０
０
０
０
円
（
貸
切
バ
ス
・

高
速
道
路
代
・
昼
食
弁
当
・
保

険
込
）

締
切　

４
月
30
日
㈯

取
消　

５
月
15
日
㈰
〜　

５
０
０
０
円

主
催　

北
関
東
倶
楽
部

担
当　

市
川　

佐
知
子

　

☎
０
９
０
（
５
３
０
４
）
９
０
０
３

＊
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
催
行
の
可

否
を
判
断
し
ま
す
。

 

第
１
０
２
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

と
き
わ
路
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

５
月
13
日
㈮

場
所　

ザ
オ
ー
シ
ャ
ン
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

集
合　

８
時
30
分

ス
タ
ー
ト　

９
時

募
集　

５
組
20
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

６
０
０
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
予
定
）

　
　
　

参
加
費　
　

１
０
０
０
円

締
切　

４
月
30
日
㈯

担
当　

池
田　

勇

　

☎
０
９
０
（
２
６
７
０
）
９
６
６
３

 

第
１
２
５
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ

な
ん
た
い
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

５
月
18
日
㈬

場
所　

ま
し
こ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

集
合　

８
時

ス
タ
ー
ト　

８
時
56
分

募
集　

３
組
12
名

費
用　

プ
レ
ー
費　
　

６
１
０
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　

男
性
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

女
性
１
０
０
０
円

締
切　

５
月
10
日
㈫

担
当　

百
戸　

正
行

　

☎
０
９
０
（
６
５
１
５
）
０
６
７
２

 

第
76
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

常
磐
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

５
月
30
日
㈪

場
所　

霞
台
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　

筑
波
コ
ー
ス

集
合　

８
時

ス
タ
ー
ト　

８
時
38
分

募
集　

８
組
32
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

９
２
２
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込　

免
税
あ
り
）

　
　
　

参
加
費　
　

２
０
０
０
円

　
　
　
（
賞
品
・
そ
の
他
込
）

締
切　

５
月
９
日
㈪

担
当　

斉
藤　

弥
一

　
　

☎
０
４
（
７
１
０
７
）
２
５
０
８

　
　
　

西
袋　

哲
也

　
　

☎
０
４
（
７
１
２
４
）
２
２
６
０

　

２
０
２
２
年
度
会
費
引
き
落
と
し

　

４
月
11
日
㈪
に
ご
指
定
の
口
座
か
ら

２
０
２
２
年
度
の
会
費
５
０
０
０
円
を

口
座
振
替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

毎
年
、
振
り
替
え
で
き
な
い
事
態
が

多
数
発
生
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
手

数
で
す
が
、
予
め
残
高
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
参
加
者
募
集
一
覧

主　

催

４
月

11
日 

㈪

13
日 

㈬

21
日 

㈭

５
月

19
日 

㈭

20
日 

㈮

６
月

６
日 

㈪

北
関
東
倶
楽
部
２
０
２
２
年
度
通
常
総
会

鋸
山
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー 

清
水
公
園
つ
つ
じ
お
花
見
会 

国
立
の
府
中
用
水
と
矢
川
・
湧
水
・
谷
保
天
満
宮
を
巡
る

国
立
天
文
台
と
神
代
植
物
公
園
・
深
大
寺
拝
観

上
高
地
ハ
イ
キ
ン
グ

北
関
東

京　

葉

常　

磐

武
蔵
野

東
京
２
３

北
関
東

実
施
日

内　
　
　
　

容

　

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。
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会
員
だ
よ
り

ぐ
ん
ま
マ
ラ
ソ
ン
給
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

北
関
東
　
木
部
八
千
代

こ　
　

ぞ

こ　

と　

し

さ
ま
よ

ふ
き

と
う

 
第
１
２
１
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ（
報
告
）

　

１
月
19
日
、
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
初
春
に
ふ
さ
わ
し

く
、
青
空
と
暖
か
い
良
き
日
に
恵
ま
れ
、

９
名
で
楽
し
い
コ
ン
ペ
が
で
き
ま
し
た
。

　

優
勝
は
コ
ー
ス
を
知
り
つ
く
し
て
い

る
高
田
久
美
子
さ
ん
で
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

高
田
久
美
子
さ
ん　

95
26
69

準
優
勝　

百
戸　

正
行
さ
ん　

89
17
72

３　

位　

内
田　

久
雄
さ
ん　

95
22
73

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
船
山　

記
）

 

ご
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

　

秋
た
け
な
わ
の
頃
、
身
近
な
所
で
菊

花
展
を
ご
覧
に
な
り
、
ふ
と
目
を
留
め

て
そ
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
こ
と
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
私
達
は
、
そ
ん

な
菊
花
の
美
し
さ
に
心
が
和
む
の
を
感

じ
て
、
菊
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

菊
づ
く
り
は
、
１
人
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
、
日
々
わ
ず
か
な
時
間
で
も
、

優
し
い
気
持
ち
で
根
気
よ
く
育
て
れ
ば
、

ど
ん
な
所
で
も
、
秋
に
は
必
ず
き
れ
い

な
花
を
咲
か
せ
、
健
や
か
な
喜
び
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
楽
し
み

の
一
つ
と
し
て
、
菊
づ
く
り
の
醍
醐
味

に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
！

　

菊
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た

り
、
今
年
初
回
の
例
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

４
月
７
日
㈭　

11
時
〜

場
所　

そ
ば
処
「
満
留
賀
」（
東
池
袋

１
丁
目
）

申
込　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局

　

興
味
を
感
じ
ら
れ
た
方
は
、
一
度
メ

ン
バ
ー
と
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご

連
絡
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
（
世
話
役　

長
谷
川
・
宮
嶋
・
北
垣
）

 

１
月
・
２
月
の
互
選
句

　

１
月
の
題
は
「
湯
」（
○
）

　

２
月
の
題
は
「
川
」（
◇
）

○
湯
豆
腐
に
ほ
っ
こ
り
と
し
て
燗
の
酒

◇
川
の
字
で
育
児
の
昭
和
懐
か
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
政
榮

○
柚
子
の
香
に
年
の
瀬
を
知
る
冬
至
風
呂

◇
枝
先
で
川
面
遊
び
を
す
る
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
塚　
　

実

○
さ
っ
ぱ
り
と
湯
舟
で
流
す
今
日
の
愚
痴

◇
歳
と
れ
ば
顔
の
川
筋
深
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

信
之

○
長
寿
の
湯
な
ら
ば
長
湯
も
し
た
く
な
り

◇
芭
蕉
の
句
流
れ
て
い
そ
う
最
上
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

圭
子

○
い
い
湯
だ
な
混
浴
な
ら
ば
も
っ
と
良
い

◇
笹
舟
を
川
の
流
れ
に
そ
っ
と
乗
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
木　

正
登

○
湯
た
ん
ぽ
を
抱
き
し
め
暖
を
取
っ
た
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
濃　

祥
二

○
風
呂
場
か
ら

　
　

機
械
が
告
げ
る
湯
が
沸
い
た

◇
孫
と
共
子
供
に
返
る
川
遊
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

秀
雄

○
老
い
と
共
風
呂
は
熱
め
の
湯
に
つ
か
る

◇
川
は
流
れ
時
は
流
れ
ず
積
も
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

春
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚　

記
）

 

１
月
・
２
月
の
互
選
句

　

１
月
兼
題「
去
年
今
年
・
自
由
」（
○
）

　

２
月
兼
題「
余
寒
・
自
由
」（
◇
）

○
偶
然
と
運
に
寄
り
添
う
去
年
今
年

◇
旅
の
街
余
寒
彷
徨
う
日
暮
れ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
岡　

遊
生

○
去
年
今
年
持
ち
越
す
こ
と
の
三
つ
あ
り

◇
自
販
機
の
ホ
ッ
ト
を
選
ぶ
余
寒
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
木　

茂
子

○
八
十
路
坂
黙
し
て
登
る
去
年
今
年

◇
山
間
の
孤
高
を
守
る
黄
水
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

英
雄

○
初
日
の
出
爆
音
た
て
て
一
番
機

◇
総
門
の
日
影
に
一
歩
余
寒
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
川　

春
枝

○
寒
椿
花
の
間
に
鳥
の
顔

◇
大
地
よ
り
何
時
目
覚
め
た
や
蕗
の
薹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

勝
彦

○
流
れ
つ
つ
曲
が
り
つ
川
の
去
年
今
年

◇
接
種
待
つ
余
寒
の
座
る
硬
き
椅
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
宮　

澄
子

○
雪
降
り
て
消
え
ゆ
く
街
の
色
と
音

◇
咲
く
場
所
を
香
り
で
告
げ
る
沈
丁
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

君
子

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
昨
年
は
開
催
中
止
と
な
っ

た
『
ぐ
ん
ま
マ
ラ
ソ
ン
』
が
、
２
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
自
粛
生
活
も

長
引
き
、
運
動
不
足
解
消
の
つ
も
り
で
、

大
会
運
営
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
16
㎞
地
点
で
、
マ
ス
ク
、

フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を

着
用
し
（
写
真
）、
参
加
者
へ
の
給
水

を
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。
感
染
予
防
策

で
直
接
手
渡
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
７
０
０
０
人
が
走
り
抜
け
る

中
、
時
間
も
忘
れ
て
作
業
に
没
頭
。
先

頭
集
団
は
給
水
せ
ず
に
走
り
抜
け
ま
し

た
が
、
中
盤
以
降
の
参
加
者
と
は
「
頑

張
っ
て
」「
あ
り
が
と
う
」
の
や
り
と

り
を
交
わ
し
、
給
水
の
紙
コ
ッ
プ
を
手

に
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
方
で

は
、
仮
装
の
参
加
者
も
い
て
、
沿
道
の

応
援
に
応
え
る
姿
は
微
笑
ま
し
く
、
感

染
症
の
緊
張
感
が
ち
ょ
っ
と
ほ
ぐ
れ
た

よ
う
で
し
た
。
並
べ
た
紙
コ
ッ
プ
が
上

州
の
空
っ
風
で
飛
ば
さ
れ
る
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
気
づ
く
と
最
終

走
者
が
走
り
抜
け
、
３
時
間
程
の
給
水

活
動
も
終
了
。
久
し
ぶ
り
に
目
ま
ぐ
る

し
く
動
い
た
こ
と
に
、
心
地
よ
い
疲
れ

と
充
実
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

当
倶
楽
部
の
宮
下
洋
之
さ
ん
も
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
さ
れ
完
走
。
感
染
症

予
防
で
止
む
無
く
倶
楽
部
活
動
も
休
止

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
こ
そ
計
画
し

た
行
事
が
実
施
で
き
る
よ
う
願
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
日
ま
で
、
皆
さ
ん
お
元

気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

 

１
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

敬
称
略

◆
旅
行
（
出
発
分
）◆

小
曽
根
利
文　

小
倉　

勝　

岩
上
正
勝

土
田
信
夫　
佐
々
木
節
子　
五
十
嵐
雪
雄

尾
野
通
男　

外
川
宇
八　

栗
田　

保

曽
我
和
恵

◆
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
◆

斉
藤
寛
子　
植
田
伊
三
郎　

中
島
嘉
秋

土
屋
洋
一　

原
田
清
孝　

松
本　

一

小
見
山
進　

岩
瀬
正
夫　

古
越　

学

鷲
澤
典
子　

安
武
清
信　

上
野
治
男

浜
名
誠
一　

藤
田　

勝　
内
山
登
喜
子

 

お
詫
び

　

３
月
号
紹
介
者
の
中
で
、
小
見
山
進

さ
ん
の
お
名
前
の
表
記
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

お
客
様
紹
介
運
動

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

訃
　
　
　
　
報

北
濃　

祥
二
さ
ん　
（
87
歳
）

令
和
４
年
２
月
６
日

小
暮　

清
一
さ
ん　
（
79
歳
）

令
和
４
年
２
月
10
日

小
甲　

一
男
さ
ん　
（
88
歳
）

令
和
４
年
２
月
18
日

熊
木　

延
夫
さ
ん　
（
95
歳
）

令
和
４
年
２
月
21
日

茂
木　
　

弘
さ
ん　
（
82
歳
）

令
和
４
年
２
月
25
日

謹
ん
で
心
か
ら

　
　
　

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

な
ん
た
い
倶
楽
部

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

◎
本
部
・
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

閲
覧
コ
ー
ド

　

ユ
ー
ザ
ー
名
・
Ｐ
Ｗ
は
お
届
け
す
る

支
部
だ
よ
り
に
て
確
認
く
だ
さ
い
。

  

国
立
の
府
中
用
水
と
矢
川
・
湧
水
・

谷
保
天
満
宮
を
巡
る
（
再
募
集
）

　

止
む
無
く
中
止
と
し
た
今
年
１
月
の

企
画
を
、
爽
や
か
な
５
月
に
再
設
定
し
、

国
立
市
の
南
部
地
域
を
歩
き
ま
す
。

　

武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
矢
川
緑
地
、

玉
川
兄
弟
が
最
初
に
掘
削
し
た
と
言
わ

れ
る
府
中
用
水
、
青
柳
段
丘
崖
下
（
ハ

ケ
下
）
か
ら
の
湧
水
、
国
立
の
歴
史
を

集
約
し
た
郷
土
文
化
館
、
江
戸
時
代
後

期
の
古
民
家
、
中
世
の
歴
史
を
残
す
城

山
を
経
て
、
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
谷
保
天
満

宮
を
参
拝
し
ま
す
。
湯
島
天
神
、
亀
戸

天
神
と
並
ぶ
関
東
三
大
天
神
で
す
。
最

後
に
、
都
市
景
観
形
成
条
例
で
重
点
地

区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
大
学
通
り
を
経

て
、
国
立
駅
に
向
か
い
、
赤
い
三
角
屋

根
で
知
ら
れ
る
旧
国
立
駅
舎
を
見
て
、

お
楽
し
み
の
昼
食
で
締
め
ま
す
。

期
日　

５
月
19
日
㈭

集
合　

南
武
線
矢
川
駅
改
札
前　

10
時

行
程　

矢
川
駅　

矢
川
緑
地　

府
中
用

水　

青
柳
段
丘
崖
下（
ハ
ケ
下
）

　

郷
土
文
化
館　

古
民
家　

谷

保
城
山　

谷
保
天
満
宮　

大
学

通
り　

国
立
駅　
（
昼
食
）解
散

会
費　

３
５
０
０
円
（
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ

ド
・
昼
食
・
保
険
込
）

締
切　

５
月
12
日
㈭

主
催　

武
蔵
野
倶
楽
部

担
当　

小
川　

元

　

☎
０
９
０
（
２
４
８
５
）
９
４
６
９

 

国
立
天
文
台
と

神
代
植
物
公
園
・
深
大
寺
拝
観

　

国
立
天
文
台
は
、
世
界
最
先
端
の
観

測
施
設
を
擁
す
る
、
日
本
天
文
学
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
す
。
ガ
イ
ド
の

説
明
（
予
定
）
で
見
学
し
ま
す
。
そ
こ

か
ら
歩
い
て
向
か
う
神
代
植
物
公
園
は
、

ち
ょ
う
ど
バ
ラ
が
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

　

昼
食
は
、
深
大
寺
門
前
の
そ
ば
処
で
、

名
物
深
大
そ
ば
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、

希
望
者
は
深
大
寺
へ
。

期
日　

５
月
20
日
㈮

集
合　

国
立
天
文
台
正
門
前　

10
時

　
　
　
（
時
間
厳
守
）

　
　

＊
Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
・
武
蔵
境
駅
・
京

王
線
調
布
駅
よ
り
バ
ス
で
15
分
。

行
程　

国
立
天
文
台（
約
１
時
間
）　

神

代
植
物
公
園　
「
元
祖
嶋
田
家
」

（
昼
食
）解
散　

希
望
者
は
深
大

寺
拝
観

定
員　

30
名

会
費　

３
０
０
０
円（
入
園
料
・
昼
食
・

保
険
込
）

取
消　

前
日
〜　

２
３
０
０
円

主
催　

東
京
２
３
倶
楽
部

担
当　

堀
内　

邦
雄

　

☎
０
９
０
（
２
２
２
１
）
６
２
８
９

 

上
高
地
ハ
イ
キ
ン
グ

　

初
夏
の
上
高
地
ハ
イ
キ
ン
グ
を
計
画

し
ま
し
た
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

６
月
６
日
㈪

集
合　

高
崎
駅
東
口
ヤ
マ
ダ
電
機
前

　
　
　

７
時
40
分

行
程　

高
崎
駅　

松
本　

上
高
地
Ｂ
Ｔ

　

か
っ
ぱ
橋　
（
昼
食
）　

明
神

池　

上
高
地
Ｂ
Ｔ　

松
本　

高

崎
駅

定
員　

25
名

会
費　

１
０
０
０
０
円
（
貸
切
バ
ス
・

高
速
道
路
代
・
昼
食
弁
当
・
保

険
込
）

締
切　

４
月
30
日
㈯

取
消　

５
月
15
日
㈰
〜　

５
０
０
０
円

主
催　

北
関
東
倶
楽
部

担
当　

市
川　

佐
知
子

　

☎
０
９
０
（
５
３
０
４
）
９
０
０
３

＊
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
催
行
の
可

否
を
判
断
し
ま
す
。

 

第
１
０
２
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

と
き
わ
路
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

５
月
13
日
㈮

場
所　

ザ
オ
ー
シ
ャ
ン
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

集
合　

８
時
30
分

ス
タ
ー
ト　

９
時

募
集　

５
組
20
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

６
０
０
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
予
定
）

　
　
　

参
加
費　
　

１
０
０
０
円

締
切　

４
月
30
日
㈯

担
当　

池
田　

勇

　

☎
０
９
０
（
２
６
７
０
）
９
６
６
３

 

第
１
２
５
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ

な
ん
た
い
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

５
月
18
日
㈬

場
所　

ま
し
こ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

集
合　

８
時

ス
タ
ー
ト　

８
時
56
分

募
集　

３
組
12
名

費
用　

プ
レ
ー
費　
　

６
１
０
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　

男
性
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

女
性
１
０
０
０
円

締
切　

５
月
10
日
㈫

担
当　

百
戸　

正
行

　

☎
０
９
０
（
６
５
１
５
）
０
６
７
２

 

第
76
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

常
磐
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

５
月
30
日
㈪

場
所　

霞
台
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　

筑
波
コ
ー
ス

集
合　

８
時

ス
タ
ー
ト　

８
時
38
分

募
集　

８
組
32
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

９
２
２
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込　

免
税
あ
り
）

　
　
　

参
加
費　
　

２
０
０
０
円

　
　
　
（
賞
品
・
そ
の
他
込
）

締
切　

５
月
９
日
㈪

担
当　

斉
藤　

弥
一

　
　

☎
０
４
（
７
１
０
７
）
２
５
０
８

　
　
　

西
袋　

哲
也

　
　

☎
０
４
（
７
１
２
４
）
２
２
６
０

　

２
０
２
２
年
度
会
費
引
き
落
と
し

　

４
月
11
日
㈪
に
ご
指
定
の
口
座
か
ら

２
０
２
２
年
度
の
会
費
５
０
０
０
円
を

口
座
振
替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

毎
年
、
振
り
替
え
で
き
な
い
事
態
が

多
数
発
生
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
手

数
で
す
が
、
予
め
残
高
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

（2）第364号


